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交
通
ル

l
ル
を

守

ろ

券
の
交
通
安
全
道
民
総
仁
る

み
運
動
は
二
十
二
日
か
ら
は
ヒ

ま
っ
た

『
学
童
幼
児
の
保
護
の

徹
底
』

『運
転
者
の
一
時
停
止

除
行
の
厳
守
』
を
重
点
目
標
に

か
か
げ
三
十
一
日

1
.て
運
動
が

展
開
さ
れ
る
。
人
命
尊
笠
の
見

地
か

ら
阜
の
運
転
者
は
、
ま
わ

う
の
車
や
人
に
、
正
意
を
は
ら

い

安
全
を
確
め
る
こ
と
、

ふ
み
切

り
、
横
断
歩
道
て
の

一
時
停
止

は
必
ず
守
る
こ
ど
司
ま
た
歩
行

者
も

つ
ね
に
車
の
進
行
に
注
意

し
て
左
右
の
安
全
を
確
認
す
る

こ
ど
も
大
切
で
あ
る
。
ど
(
に

路
よ
て
の
子
供
の
遊
び
は
危
険

イ
ι

よ
め
ァ
。
。

こ
ど
し
司
」
そ
町
か
ら

交
通
事
故
を
な
〈
す
た
め
町
民

こ
ぞ
づ
て
正
し
い
交
通
ル

l
ル

の
実
践
を
習
慣
づ
け
よ
、
フ
。

H 

つ
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存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

幸
い
開
法
乞
十
問
勾
申
意
磯
子

あ
る
記
念
す
べ
き
年
を
迎
え
先

問

中

春

吉

(神

丘

)

丸

山

九

内

〈
今
金
)

渡

辺

二

郎

〈
樋

川

)

訟

浦

武

雄

(
今

金

)

村

本

、
先
智
夫

へ
間
代
)

米

山

健

一
(
奨
利
河
〉

伊

藤

綱

義

(
今

金

)

林

破

次

郎

(金

原

)

悶

税

引

定

一
(
神

丘

)

庫

元

ど

同

時

J
h

問
〉

e司い

三

津

橋

勝

藤

村

徳

長

谷

川

敬

中

山

源

中

野

，
俊

大

越

藤

今

野
向

島

加

内藤

仁

木

r.~宜千

川川".，..ー昨品川，11"・"-申。川

婦人防火クラブ結成

今
金
町
婦
人

防
火
ク
ラ
ブ
の

結
成
式
は
四
月

二
十

一
日
町
公

民
館
に
約
百
人

の
全
員
が
集
っ

て
行
な
わ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
に

は
逝
災
害
消
防

課
新
課
長
補
佐

支
庁
か
ら
川
口

防
提
係
長
も
出

席
す
る
ほ
か
、

消
防
団
員
三
十

人
も
診
加
結
成

を
祝
い
あ
い
ま

し
た
。

写
真
U
柵
人
防
火
ク
ラ
ブ
結
成
式

婦
人
防
火
ク

ラ
プ
は
、
お
も

に
家
庭
内
で
の

火
挺
防
止
と
防
火
思
想
の
普
及

を
凶
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も

の
で
す
。
ま
た
事
業
は
、
火
虫

干
防
に
つ
い
て
の
研
究
、
家
庭

に
お
け
る
火
災
の
減
少
、
火
災

守
防
に
つ
い
て
か
ん
た
ん
な
法

制
と
初
期
消
火
投
術
の
間
習
会

座
談
会
を
聞
き
知
識
の
向
上
を

関
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

結
成
式
で
は
、
新
叫
長
補
似
の

識
的
平
規
約
を
審
議
し
た
あ
と

み
ん
な
で
電
気
探
具
、
プ
ロハ

ン
ガ
ス
、
石
油
ス
卜
プ
な
ど

の
危
険
度
平
正
し
い
使
い
方
の

説
明
を
う
け
ま
し
た
。
こ
の
あ

と
役
場
広
場
で
重
油
、
ガ
ソ
リ

泌防火思想の普及図る

ン 守三三キ水言芸 会長 清

新
し
い
町
議
決
ま
る

(
得
町
出
版
)

蔵
(
今
金
)

政

(今

金
)

一
(
日

進

)

一
(
鈴
金
)

雌
(
間

代
)

失
(
間
代
〉

伝
(
今
金
〉

郎

(稲

川

)

勝

(
田

代

)

通

. 

ン
を
使
っ
て
実
際
に
テ
ス
ト
主

行
な
い
ま
し
た
。
位
近
石
油
ス

ト

ブ
や
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
需

要
が
多
い
だ
け
に
主
的
削
の
抽
の

入
れ
よ
う
も
大
変
で
し
た
。
と

こ
ろ
で
町
内
の
多
く
の
住
宅
は

木
造
な
の
で
農
繁
期
を
迎
え
子

ど
も
の
火
あ
そ
び
も
多
く
な
り

マ

y
チ
の
悦
場
な
ど
に
じ
ゅ
う

ぶ
ん
注
意
す
る
よ
う
ク
ラ
ブ
の

結
成
を
機
会
に
協
力
し
あ
い
ま

し

K
5。
ま
た
就
寝
前
に
も
う

一
度
火
の
元
を
確
か
め
る
こ
と

も
大
切
で
す
。

役
員
次
の
と
お
り

会

長

清

水

別

会

長

内

田
今

野
日

会5月6月の納税

トキ

ネ ヨモン

計

5月 31日限り

5月31日限 り

6月30日限り

軽自動車税

国民健康保険税

町 民税



み
ん
な
で
環

境
づ
く
り

花

と

み

ど

り

と

〕E
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山
山

道

氏

自

す

べ

て

が

館

山

で

快

五

円
官
。

J

川
の
ひ
と
は
き
迎
動

山
山

適
な

4
前
を
伯
む
た
め
、
美

L

LV
に
決
め
{
い
運
動
と
し
て
も

出

く
住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
を
重

り

あ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

町

内

山に

「
郷
土
を
美
し
く
す
る
運

す
が
す
が
し
い
判
の
空
気
を

阿

世
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
て
い

胸

一
ば
い
吸
い
込
み
勺
の
ま
わ

年

ま

す

。

り
や
道
路
を
き
れ
い
に
す
る
の

附

今
金
町
で
も
。
花
と
み
ど
り

も
気
も
ち
の
よ
い
も
の
で
す
。

貯

と
清
掃
運
動
。
に

と

り

組

む

こ

ま

た

こ

れ

か

ら
は
山

f
の
牢
節

山

と
に
な
り
ま
し
た
。
す

で

に

今

で

も

あ

り

ま

す

o

み
ん
な
そ
ろ

山

金
町
内
会
で
は
、
四

月

か

ら

的

つ

て

の

『
正

一
は
い
運
動
」

も

山

掃
運
動
を
行
な
い
町
の
測
桝
ゃ
い
か
が
で
す
か
。
昨
年
も
色
と

山

道
路
は
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
り
と
り
の
花
が
歩
道
に
飾
ら
れ

山

こ
の
運
動
は
昨
年
か
ら
行
な
わ
人
口
を
た
の
し
ま
せ
て
く
れ
ま

山
・

れ
て
い
ま
寸
が
、
こ

と

し

は

交

し

た

。
み
ん
な
で
花
だ
ん
つ
く

山山

通
安
全
円
と
あ
わ
せ
一
日
と
十
り
を
は
じ
め
ま
し
ょ
う
。

山山

昭
和
四
イ
一一
年
度
の
行
政
制
限
れ
で
す
。
例
を
あ
げ
ま
す
と

山山

一
漁
民
が
山
水
花
義
さ
ん
〈
今
金
次
の
よ
う
な
も
の
7
か
あ
り
ま
す

山山

町
字
今
金
也
話
六
三
二
五
帯
)
山
生
活
保
護
、
児
蛮
加
祉
、
身

ね

に
決
ま
り
ま
し
た
。

体
障
存
者
対
策
聞
各
種
年
金
や

由

こ
の
委
民
は
、
法

作

に

基

づ

給

付

金

、
思
給
、
保
険
金
(
失

ま

い
て
、
行
政
問
川
県
庁
長
官
が
委
接
、
部
民
〉

ω民
地
問
問
、
政

も

嘱
す
る
も
の
で
す
が
、
地
域
住
業
委
円
以
金
の
栄
務
凶
土
地
改
良

報

民
の
λ
な
さ
ん
か
ら
、
固

の

行

県

在

復

旧

、
道
路
の
建
設
や
補

山

政
平
、
公
社
、
公

固

な

ど

の

梁

位

、
用
地
口
収
、
砂
転
補
償

山山

務
に
つ

い
て
の
苦
情
、
要
望
な

間
竿
校
教
育
岡
山
役
所
に
対
し
て

山山

ど
を
、

積
極
的
に
と
り
あ
げ
、

の

許
可
、
認
可
な
と
伺
郵
便
、

日

満
足
の
い
く
解
決
が
得
ら
れ
る

電
報
、
電
話
の
ほ
か
公
庫
、
公

臼

よ

う

に

渇
く
こ
と
を
仕
事
と

し

団

の

梁
務
こ
れ
ら
に
つ

い
て
は

出

て
お
り
ま
す
。
ま
た
そ
の
業
務

気
が
る
に
申
し
出
て
下
さ
い
す

山山

は
、
ひ
じ
よ
う
に

範

聞

が

広

く

べ

て
掛
密
で
料
金
は
無
料
で
す

;青

、
町 の 相談員が

きまり ました

ん
一
さ清水正義

… 

掃

運

動

こ
と
し
は
、
今
金
町
に
と
っ

て
む
品
お
い
開
法
七
寸
川
年
の

と
し
で
す
。
み
ん
な
そ
ろ

っ
て

こ
れ
り
の
迎
動
に
事
加
し
、
美

し
く
性
A
よ
い
、

七
し
て
明
る

く
川
か
な
紹
ー
で
を
建
設
し
ま
し

ょ
う
。
な
お

t
示
の
み
な
さ
ん

も
示
の
ま
わ
り
の
化
だ
ん
を
推

削
し
ま
し
ょ
う
。

こ
と
し
の
強
調

H
問
は
次
の

主
お
り
で
す
。

群
の
述
助
五
月
一
円
1
三
二
目

立
の
運
動
八
月
日
!
=
ご
日

秋
的
運
動
十
月

-H
l一一一一
日

4 月 28 日 行なわれました町長、 町議会議日選弔の各投票所の投 ~，'frR品:1は下表のとおりです。

今金町選挙'ii':EJl委 H 会

町長・町 議選挙 投票数調 (4月28日執行)

投¥票~区~名王-----分 、

当日の有，権者数 投 fF 者 数 楽楠帯数 11 投 rl 率

明 | 女 i計 男 1y. r五一 'iJJ古内「 リ 女 | 計

1 奨 革。 河 132 126 258 
127ト一一1一181;一一一2一45ーも 51l 8 13 9621l一一一m一6一5il一一一割一一9一6 

2 花 石 125 140 265 110 129 239 15 11 26" 88.00 92.14
1 

90.19， 

ii 
一一一一

3 中 旦 59 61 120 58 61 119，1 1 98.31 100.00 99.17 

4 住 宮『台' 371 39 76 37 ー 3 100.00 92.31 96.05 

5 種 111 315 325 6~ 0 293 290' 583'1 22 57 93.02 89.23 91.09 

6 光 111 18 20 38 18 

ワム|
100.00 100.00 100.00 

7 八 東 232 255 487 224 244 8 11 19 96.55 95.69 96.10 

8 金 原 166 m | 3611 1剖 1 印つ1 ~211 6 13一つ一一→司1 6.3911531 94.74 

9 監

;:!?j "1 10 神 五 172186 4
l 11 718

市 山
II 日 進 421 37 79 35 31 66'1 71 6 131 83.33‘

83.78 

12 去 民 館 865' 958 1，823 813 903 1，716' 521 55 107' 93.991 94.26 

13 役 場 895 979L874 835 892 1.727 601 87 1.17 93.301 91.11 

4
同
L 

針 13，1423，叫 6，叫 2，9:4，3.IE4，6.118，判 明 吋 8402[92鎚1 9347;
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し
は
露
出

目
標
に

『
学
童
幼
児

の
保
謹
徹
底
』
『
運
転
者
の

一

時
停
止
、
除
行
の
厳
守
』
が
あ

げ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
町
も
、
期
間
中
の

附
和
問
イ
一
年
中
の
北
海
道
漉
前
荷
を
汗
れ
う
気
の
占
な
子
前
半
五
日
間
を
歩
行
者
保
胞
に

の
交
通
事
故
は
、
み
な
さ
ん
の
ど
も
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

後
半
五
日
を
迎
転
者
に
質
点
を

努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

一

万

ち

ょ

っ

と

し

た

不

円

誌

が

岡

崎

お

き

凶

忽

の

普

及

を

凶

る

こ
と

五
千
一

一百
二
刊
の
発
生
で
似
君
わ
ぬ
と
き
川
町
わ
ぬ
場
所
で
発
生
に
な
り
ま
し
た
。
近
く
関
師
事

は
一
万
五
千
二
百
二
」1
九
人
山
人

す

る

も

の

で
す
。
で
す
か
ら
機
の
協
力
に
よ
り
迎
励
を
も
り
あ

上
最
h
M
の
記
録
に
な
り
ま
し
た
会
あ
る
ご
と
に
干
し
い
交
通
ル
げ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
家

な
か
で
も
、
あ
た
ら
命
を
つ

1
ル
を

q
り

ま

し

ょ

う

。

庭

と

関

係

機

関

が

緊

官

な

連

絡

ぼ
み
の
う
ち
に
な
く
し
た
一寸
ど

ニ
」1
二
円
か
ら
一
一-
」l

一
円
ま
を
保
ち
地
域
ぐ
る
み
の
迎
動
に

も
た
ち
の
数
は
再
三
イ
六
人
で

で

枠

内

古

t
通
安
企
部
動
が
は
じ
協
力
し
ま
し
ょ
う
。

い
か
に
子
ど
も
の
事
故
の
多
い
ま
り
ま
す
が
、
町
も
記
辿
安
全
お
母
さ
ん
た
ち
も
干
ど
も
の

こ

と

が

わ

か

り

ま

す

。

幸

い

命

協

会
、
婦
人
会
、
何

の

会

な

ど

登

下

校

、

保

打

所

、
幼
推
閣
の

が

幼

か

っ

た

守

ど

も

た

ち

の

な

の

協

M
で
町
ぐ
る
λ
の

迎

励

を

通

行

に

は

作

vVを
呼
び
か
け
る

か
に
は
身
体
障
計
者
と
し
て
生
お
こ
な
い
ま
す
。
と

く

に

こ

と

ょ

う

心

が

け

ま

し

ょ

う
。

言
=
=
一三
一喜一
一三
重
量
一三
一
一
三
一
三
重
量
=
=
一
三
三
三
宣
言
Z
E
E
-
==一喜一==
一一喜
一==
一喜
一
=
=
言
=
=
一
三
一重
量
一
=
=
一
三
三
三
重
一喜一一三三三
====一三

安

い

利

子

で

す

ぐ

借

ら

れ

る

@
高
校
、

室

長

っ

た

場

合

・・

4
ー

の
Vlh
学
資
金
門
出
純
生
月
千
E

母

子

家

庭

の

各

種

資

金

百
円
、
大
先

12一千
円
卒
業

後
二
十
司
返
済
〉

①
干
供
に
技
ド
や
知
識
を
習
わ

せ
る
た
め
の
和
世
資
金
(
三
年

間
旬
月
一
-f
E
百
円
五
内
返
済

⑪
弓
供
が
γ川
校
、
大
学
へ
入
っ

た
場
合
品
川
K

な
立
度
折
金
(
白

宅
か
ら
町
一地
学
生
高
校
生
一
万

円
大
学
生
一
方
五
千
円
、
下
宿

な
ど
の
場
合
市
悦
生

一
万
瓦
千

門
大
学
作
二
万
五
千
円
革
柴
後

二
十
年
返
済
)

交
通
事
故
か
ら

子
ど
も
を
守
ろ
う

経
済
的
に
恵
ま
れ
な
い
底
辺

に
あ
る
母
子
京
区
の
た
め
に
、

資
金
を
お
代
し
す
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。
い
ず
れ
も
安
い
利
子

で
、
長
期
間
借
り
ら
れ
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
利

mく
だ
さ
い
。

①
市
換
を
始
め
た
い
方
に
は
事

業
開
始
資
金
〈
二
十
万
円
ま
で

六
年
間
)
②
事
業
を
継
続
す
る

た
め
の
本
来
継
続
資
金
(
十
万

円
ま
で
三
年
間
〉

①
住
宅
の
改
築
、
修
理
の
た
め

の
住
宅
資
企
(
十
五
万
円
ま
で

六
年
間
)

@
技
術
を
押
仰
す
る
た
め
の
技

能
刊
向
資
金

会一
年
間
旬
月
二

千
五
百
円
、
寸
年
で
返
済
)

@
技
能
を
押
っ
て
い
る
間
の
生

前
資
金
(
似
月
間
千
五
円
円
、

」l
年
で
返
箭
〉

①
就
職
の
際
の
ま
度
択
並

(一

万
五
千
円
、
五
年
間
)
子
供
も

附
り
ら
れ
ま
す
。

①
住
官
を
移
転
す
る
場
合
の
転

宅
貯
金
(
一
万
二
千
円
ま
で
の

三
年
間
)

産聾別分傾 111: ;:w数 就労人口 1対H抑す制る9に4 

I:l :x， 8 9 1 2， 6 7 6 3 6. 0 

林染 n猟 J 5 7 2 2 5 6. 3 

i，O.業水産 2 。
鉱 ;l'l 2 1 26 O. 8 

組 設 数 2 0 6 3 -1 7 8， 4 

製 3pu a 業 152 3 2 0 6. 2 

卸売小'Æ~ 225 5 4 J 

金取保険不動産業 1 8 3 -1 0， 7 

運輸通{江提 1 3 9 216 5. 6 

m気プJス水道 5 7 0， 2 

サビス !:t 396 7 3 6 

2、、 1~5 7 2 1 0 6 

失業 jH:.:1:: 2 3 。 0， 9 

訓ウi働力|止，m 1 70 。 6， 8 

普通 111市，11 2， 4 75 5， 2 6 6 100 

i;l~ i日 1I l J s 9 1 O 

，11 2. 5 6 6 

産業分類別世帯・人口数勺

l
l昭
和
何
年
国
勢
調
査
の

「

1
1
結

果

ま

と

ま

る
i
l
L

昭
和
四
十
年
十
月

一
日
現
在
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
ま
し
た

国
勢
制
究
の
結
架
が
総
開
府
統
計
川
か
ら
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

同
勢
創
設
は
、
統
計
測
班
の
中
で
も
っ
と
も
大
民
間
な
湖
特

で
あ
り
ま
す
。
こ
の
結
架
は
、
国
は
も
ち
る
ん
道
や
市
町
村

の
行
財
政
の
某
礎
資
料
と
し
て
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
も

の
で
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
今
金
川
は
三
寸
五
年
の
悶
勢
調
持
に
比
べ
ま
す

と
、
人
口
や
人
口
密
度
は
減
っ
て
い
ま
す
ー。

そ
の
反
耐
刊
帯
の
分
散
が
目
立
っ
て
お
り
ま
す
。
陀
決
別
分

知
に
よ
る
世
帯
数
、
就
労
人
口
は
別
表
の
と
お
り
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
叫
礎
に
町
円
売
肢
に
協
力
し
あ
い
山
口
か

な
町
づ
く
り
を
一
明
も
り
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

「一三'I'-j1M I :l5'rIJq~~ 1. Jfl i'x(~ 
総人口 11，242人 12，439人 61，197

5，798 6.222 ^ 42'1 

総 1問 的 569田kIt;2 569，田，，"2

人 口附 197人 21，8 ^ 2.1 

111: ':1::総数 2.566 I 2，:1II I 255 

H有利 4-.-;-1- ~I 61.0 



ますか

一一一 しいたけのっくり方一

み
な
さ

ん
の
お
持

ち
に
な
っ

て
い
る
。

し
い
た
け

。
の
ほ
だ

木
は
う
ま

く
で
ま
し

た
か
。

ま
だ
で

て
な
い
ほ

だ
木
は
次

の
こ
と
が

ら
が
原
凶

に
な
っ
て

い
ま
す
、

よ
く
調
べ

て
見
て
く

だ
さ
い
。

碑
を
た
ず
ね
て

(

7

)
 

い
ま
の
八
東
部
落
は
、
ア
イ

ヌ
語
で
オ
ウ
チ
ヤ
ラ
ア
ベ
と
称

し
た
の
が
昭
和
八
年
十
月
の
字

μ
改
正
で
鈴
木
扱
宗
翁
の
出
身

方
仰
を
と
り
八
束
と
し
た
も
の

、
あ
る
。
鈴
木
翁
は
い
ま
の
千

古
川
安
房
郡
日
間
川
町
(
八
東
)

マ
出
身
で
明
治
二
十
八
年
北
海

①

菌

が
は
だ
木
全
体
に
ま
わ

っ
て
い
る
か
ど
う
か
は
、
皮

の
部
分
を
指
で
抑
し
て
見
て

く
だ
さ
い
。
主
わ
っ
て
い
る

と
や
わ
ら
か
で
仰
力
性
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
皮
の
部
分
を

破
っ
て
見
る
と
凶
糸
で
自
く

な
っ
て
い
ま
す
。
聞
か
っ
た

り
出
く
な
っ
て
い
る
の
は
よ

い
刊
ほ
だ
木
で
あ
り
ま
せ
ん
。

②
し
い
た
け
は
、
乾
煉
が
一

帯
き
ら
い
で
す
。
皮
の
部
分

が
デ
コ
ポ
コ
に
な
っ
て
い
て

も
乾
燥
の
た
め
鼎
羽
で
き
ま

せ
ん
。
こ
ん
な
と
き
に
は
二

、
三
日
き
れ
い
な
水
に
つ
け

て
や
り
ま
し
ょ
う
。
ホ
か
ら

あ
げ
た
ら
木
口
を
二
、
=
一
回

強
く
た
た
レ
て
や
り
日
当
の

道
開
発
を
志
L
翌
二
十
九
年
波

道
各
地
を
敏
沙
の
あ
と
開
拓
地

を
八
束
と
八
雲
町
の
ニ
カ
所
に

決
め
、
同
年
樫
村
清
徳
名
儀
で

千
三
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
お
よ
ぶ

未
開
地
の
開
拓
許
可
を
う
け
鈴

木
山
場
を
創
設
開
拓
の
任
に
当

っ
た
。
こ
れ
と
と
も
に
道
内
か

ら
二
十
戸
、
福
井
県
か
ら
三
十

三
戸
と
移
住
さ
せ
、
西
の
台
に

利
別
村
鈴
本
農
場
事
務
所
を
設

け
開
裂
を
す
す
め
た
。
し
か
し

明
治
三
十
一
年
に
大
洪
水
と
な

り
以
来
災
害
の
統
出
か
ら
小
作

人
を
向
台
地
に
移
転
さ
せ
た
が

木
書
に
耐
え
か
ね
た
開
拓
者
は

よ
い
場
所
に
ム
シ
ロ
を
か
け

て
な
ら
4
、る
か
杭
み
重
ね
ム

〆
ロ
は
い
つ
も
ぬ
ら
し
て
お

者
ま
し
ょ
う
。
凶
、
五
日
で

発
芽
し
ま
す
。
こ
れ
を
直
射

日
光
の
あ
た
ら
ぬ
場
所
に
ヨ

ロ
イ
伏
せ
か
合
掌
に
立
て
る

と
蝶
取
も
ら
〈
で
す
。

ま
た
、
乾
燥
の
は
げ
し
い
と

き
は
水
を
か
け
促
進
を
悶
る

と
大
き
く
な
り
ま
す
。

以
上
が
し
い
た
け
紋
培
の
こ
つ

で
す
。

と
こ
ろ
で
し
い
た
け
に

水
を
や
る
場
合
は
、
水
道
白
水

は
さ
け
て
く
だ
さ
い
。
菌
が
死

ん
で
し
ま
い
ま
す
。
春
と
秋
二

回
採
取
で
き
ま
す
し
い
た
け
は

み
ん
な
で
栽
培
、
世
間
附
を
か
ぎ

り
ま
し
ょ
う
。

他
村
に
移
転
し
た
の
も
世
な
く

な
い
。
翁
は
こ
れ
ら
を
励
ま
し

な
が
ら
明
治
三
イ
九
年
に
成
功

年
限
を
十
六
年
間
延
長
さ
せ
開

拓
に
力
を
注
い
だ
。
こ
れ
が
現

在
の
美
田
と
な
り
民
業
経
済
安

定
の
基
盤
を
第
き
あ
げ
た
も
の

で
翁
の
偉
業
が
偲
ば
れ
、
碑
は

ゆ
か
り
の
簡
の
台
に
設
け
ら
れ

た
の
が
大
正
五
年
九
月
で
あ
る

碑
に
は
ク
鈴
木
段
場
記
。
の一

部
が
き
ざ
み
込
れ
て
い
る
が
往

年
東
京
に
引
き
あ
げ
昭
和
二
年

七
十
八
才
で
逝
去
し
た
。
い
ま

も
往
時
偲
ぶ
開
拓
者
の
砕
を
た

ず
ね
る
人
も
少
な
く
な
い
。

林相
業譲
指 さ
噂き
事(
務今
所金
壁町
坂役
技場
師 内

。

水
稲

①
持
芽
の
そ
ろ
っ
た
後
は
、
換

気
を
は
か
り
、
直
射
日
光
に

よ
く
あ
て
、
本
諜
、
三
業
期

半
ば
こ
ろ
か
ら
床
土
が
乾
燥

し
す
ぎ
な
い
よ
う
に
か
ん
水

を
よ
く
行
な
い
ま
す
。

①
科
組
後
う
き
苗
を
お
そ
れ
て

回
ぼ
を
ほ
し
て
い
る
向
も
あ

り
ま
す
が
、
活
蒲
が
ひ
じ
よ

う
に
思
く
な
る
か
ら
必
ず
う

き
出
が
で
き
な
い
程
度
に
水

を
入
れ
て
、
地
楓
の
さ
が
る

の
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

①
P
C
P
、
N
I
P
は
田
植
え

前
正
使
用
す
る
の
が
よ
い
の

で
す
が
、
も
し
田
植
後
に
除

草
剤
を
使
用
す
る
と
き
は
、

他
簡
を
植
え
、
七
日

t
八
日

ご
ろ
に
散
布
し
ま
す
。

@
田
植
え
後
ま
も
な
く
発
生
す

る
害
虫
の
早
期
発
見
に
つ
と

め
、
発
生
初
期
に
防
除
を
行

な
い
ま
す
。

。
飼
料
作
物

山
牧
草
地
の
追
肥
は
早
目
に
行

な
い
宮
す
。

間
飼
料
用
根
菜
類
の
積
ま
き
は

お
モ
く
て
も
中
旬
こ
ろ
ま
で

に
行
な
い
、
徹
子
消
毒
に
は

有
機
銀
剤
を
使
用
し
ま
す
。

ωデ
ン
ト
ヨ

I
ン
の
甑
ま
き
は

で
き
る
だ
け
早
ま
き
を
し
て

生
育
期
聞
の
延
長
を
は
か
り

栄
養
価
の
向
い
サ
イ
レ

1
・ノ

を
つ
く
り
ま
す
。

5

7
月
の

3
力
月
の
予
報

四
月
二
十
日
札
幌
管
区
気
象

台
の
発
表
に
よ
り
ま
す
と
、
五

月
中
旬
、
六
月
半
ば
お
よ
び
七

月
半
ば
す
ぎ
は
好
天
で
順
調
な

天
候
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
そ

の
他
の
期
間
は
必
ず
し
も
順
調

針
は
レ
え
な
い
。
と
く
に
六
月

上
旬
に
ぐ
づ
っ
き
が
ち
の
天
候

が
予
測
さ
れ
る
ほ
か
、
一
時
的

な
低
温
、
さ
ら
に
七
月
上
、
中

旬
の
聞
に
一
時
は
っ
き
り
し
た

低
温
期
が
あ
ら
わ
れ
る
も
よ
う

で
す
。こ

と
し
は
平
年
に
比
ベ
一
般

に
雷
ど
け
が
早
く
、
農
作
業
が

順
調
に
す
す
ん
で
い
る
の
で
こ

れ
を
安
易
に
考
え
て
こ
ん
ご
の

不
安
定
な
作
物
の
作
付
、
不
適

正
な
品
種
配
分
宇
多
肥
に
陥
る

傾
向
が
あ
ら
わ
れ
な
い
よ
う
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

。
山
火
に
注
意

守

み
ど
り
の
山
を
。

『
自
然
の
草
楽
は
人
生
に
与

え
る
天
恵
』
で
す
。
こ
と
し
も

特
殊
気
鋭
の
影
響
か
ら
各
地
で
晴

山
火
事
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

宜
月
は
も
っ
と
も
危
険
な
時
期

な
の
で
、
査
山
、
魚
釣
り
、
山

薬
取
り
の
た
め
入
林
す
る
か
た

は
タ
パ

ヨ
や
マ
ッ
チ
に
じ
ゅ
う

ぶ
ん
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
固
有

林
の
場
合
は
必
ず
入
林
許
可
を

受
け
、
会
社
所
有
林
、
あ
る
い

は
個
人
所
有
林
に
入
林
す
る
と

き
も
了
解
を
求
め
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
満
一
の
場
合
に
備
え

て
の
た
め
。

さ
ら
に
財
皮
づ
く
り
の
植
樹

も
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
み

ん
な
の
手
で
緑
の
郷
土
を
つ
く

灼
J
害
&

3

し
ト
J
a
R
J

。

."・土をみん忽の亭で
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は
た
ち
の
み
な
さ
ん

年
金
に
加
入

E
U
古志

l
u
ト
4

・っ

あ
な
た
は
、
自
分
の
老
後
や

家
族
の
十
話
に
つ
い
て
考
た
た

ζ

と
が
あ
り
ま
す
か
。
こ
れ
は

ち
ょ
っ
と
無
雌
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。
あ
な
た
は
こ
と
し
は
た
ち

に
な
っ
た
の
で
す
。
す
で
に
選

挙
も
終
わ
っ
て
ほ
っ
と
し
た
こ

と
で
し
ょ
う
が
、
も
う

一
つ
の

こ
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
同

民
年
金
え
の
加
入
で
す
。
古
い

う
ち
は
、
年
を
と
る
な
ん
て
他

人
ご
と
に
思
う
こ
と
で
し
ょ
う

と
こ
ろ
が
て
う
で
あ
り
ま
せ
ん

一
人

2

刷
の
お
之
な
と
し
て
社
会

的
に
も
認
め
ら
れ
た
も
の
の
そ

の
う
ち
に
働
け
な
く
な
る
と
き

が
品
ず
や
っ
て
き
ま
す
。
国
民

年
金
は
、
こ
の
よ
う
な
と
き
に

備
え
る
国
の
年
金
制
皮
で
、
厚

生
年
金
や
共
済
組
合
な
ど
他
の

年
金
制
度
に
加
入
し
て
な
い
場

合
は
は
た
ち
に
な
っ
た
ら
必
ず

加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

せ
っ
か
く
の
制
附
を
あ
な
た

の
老
後
ぞ
万

一
町
市
此
に
耐
え

一
日
も
早
〈
加
入
し
ま
し
ょ
う

手
印
刷
な
ど
の
汀
し
い
こ
と
は

役
場
M
h
q
湖
国
民
年
金
併
に
お

尋
ね
く
ど
さ
い
。

旧
金
鶴
勲
章
年
享
受
給

者
に
一
時
金
を
支
給

旧日…

4
咋
金
川
支
給
者
に
闘
す

る
特
別
的
限
法
白
山
行
に
よ
っ

て
こ
ん
ど
次
に
該
当
す
る
方
に

一
時
会
十
万
円
が
官
粘
さ
れ
ま

す
。

目

ま
で
の
間
に
金
均
勲
章
を
綬

与
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
附
和

二
十
年
末
ま
で
企
鴻
勲
章
年

金
を
支
給
さ
れ
た
者
。

間

昭

和

二
十
一
年
か
ら
=一
十

八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の

間
に
三
年
を
越
え
る
懲
役
も

し
く
は
禁
鋼
以
上
の
刑
に
処

せ
ら
れ
た
こ
と
の
な
い
事
唱

と
な
っ
て
い
ま
す
。
骸
当
引
は

町
長
を
経
山
し
て
内
附
総
応
大

臣
に
対
し
て
一
時
金
円
前
北
を

す
者
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
一
す
。

ま
た
、
一

時
金
を
請
求
し
な
い

で
死
亡
し
た
と
き
は
、
そ
の
相

続
人
が
自
己
の
竹
で

一
時
散
を

阿川
求
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

手
続
な
ど
に
つ
い
て
く
わ
し
い

と
と
は
役
場
民
生
烈
に
お
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
。

測
笠
調
査
に
つ
い
て

:!、

中上釦

応
恨

む

日
出品川
引
か
ら
両
州

4
丸戸

ゐ

H
か
ら
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
次
の
地
域
で
立
入
り

訓
升
を
行
な
い
ま
す
の
で
事
業

の
門
別
な
限
准
世
阿
る
た
め
に

も
立
入
り
に
際
し
て
は
駁
極
的

な
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ィ

訓
持
地
域
H
引
4
J
H

、
鈴
問
、
神

戸

h
、
八
車
、
稲
制
側
、
田
代
、
八

鈴
、
鈴
金
、

A
V
似
、
者
日
到、

品川い川
。
訓
行
担
当
職

μ
"一内航

開
発
佳
品
川
山
山
村
技
官
ら
五
人

調
布

m
m脈
問
↓
」
一年
三
月
一
一一

J
1

一n
J
t
で
。

人
権
一
郎
護
委
員

決
ま
る

今
世
町
円
八
抑
傑
辺
委
日
H

に

次
の
ル
ね
が
ねY
射
さ
れ
ま
し
た
。

人
肱
帰
必
#
い
い
H

は
、
同
民
の

謀
本
的
人
権
が
い
皿
か
さ
れ
る
こ

と
の
な
い
よ
っ
に
監
視
し
、
も

し
、
こ
れ
が

M
m，さ
れ
た
場
合

に
は
、
そ
の
牧
前
の
た
め
、
す

み
や
か
に
適
切
な
処
院
を
と
る

と
と
も
に
、
つ
ね
に
白
山
人
権

問
心
担
の
骨
及
川
仰
に
つ
と
め
る

こ
と
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そ
の
刊
命
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し
て
い
ま

す
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さ
ん
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柿
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似
犯

さ
れ
た
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さ
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安
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相
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し
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さ
い
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間

勝

町

山
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さ
さ
え
る

若
い
力

募
集
期
間
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特
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あ
り

ま
せ
ん
い
つ
で
も
応
募
で
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ま
す
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応
募
で
き
る
方
は
イ
八

才
か
ら
二
十
四
才
ま
で
町

男
干
で
、
中
学
校
卒
業
程

度
の
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力
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あ
れ
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い
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わ
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役
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総
務
臨
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お
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ね
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さ
い
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八
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一日
U
道
尚
管
淡
川
省
目
、
同

鎚
谷
係
長
選
挙
視
察
の

た
め
。

四
日

u支
庁
松
竹
ハ
什
産
業
謀
長

事
務
打
合
せ
の
た
め
。

六
日

u山
川
桧
山
正
吋
良
市
務

連
紡
の
た
め
。

十
日

小
沢
削
棚
町
長
か
ん
ば

い
事
業
打
A
H

せ
の
た
め

十
九
日
H
附
飢
討
坑
検
定
市
務

所
中
山
所
民
引
抗
打
合

せ
の
た
め
。

二
五
日

u
日
本
電
屯
公
社
荒
木

総
務
訓
長
山
祝
祭
。

二
六
日
H
主
げ
菊
地
林
務
課
長

耶
紡
辿
絡
の
た
め
。

三
+
目
H
北
也
一
陶
飢
主
防
船
山
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出
H
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祖
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取
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た
め

よ
ろ
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・
か
な
し
み
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分
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陪
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